
 

本人申立てを検討 親族申立てを検討 

 

           

       地域の関係者等 ⇒ 各相談機関 ⇒ 各相談 ⇒ アセスメント ⇒ 生活上の課題整理 

契約行為・財産管理等の課題がある場合             虐待もしくは疑いの場合               契約行為・財産管理等の課題がない場合 

 

障害分野：市障害福祉課・ライツはだの 

高齢分野：市高齢介護課・地域高齢者支援センター 

（秦野市養護者による高齢者虐待対応マニュアルに沿って対応） 

 他の支援制度へ 

（福祉サービス・任意後

見等） 

 

 

 

 

 

成年後見制度の利用を検討 

１ 本人情報の整理と把握 「成年後見制度にかかる調査票」の項目を参考に作成（※他の様式でも可） 

本人の判断能力、日常生活・経済状況等を把握し、支援者間で情報を共有（共有範囲は状況に応じて検討） 

２ ケース検討会（成年後見制度の必要性を確認）  

職場内、関係機関でケース検討会等を開催し必要性を判断 

（※判断に迷う場合は、成年後見利用支援センターへ相談） 

 

 

 

３ 申立人の検討（判断に迷う場合、成年後見利用支援センターへ相談）  

 
市長申立て 

本人申立て 親族申立て ○認知症高齢者 
高齢介護課へ 

〇知的障害者・精神障害者 
 障害福祉課へ 
○生活保護受給者 
 生活援護課へ 
 

→事前相談・調整後、 
「要請書を提出」 

本人が・・・ 
□ 申立を行う判断能力を有している 
□ 申立の必要性を理解できる 
□ 申立の意志がある 
□ 申立手続きを進めることができる 

（代理申立利用・申立支援する場合も含む） 
□ 親族が後見人等候補者になれる、
もしくは、本人に後見人等の報酬を
支払うことができる資力がある。 

４親等内の親族が・・・ 
□ いることがわかっている 
□ 本人の状況を把握することができる 
□ 申立の必要性が理解できる 
□ 申立の意志がある 
□ 申立手続きを進めることができる 

（代理申立利用・申立支援する場合も含む） 
□ 後見人候補者になれる親族がいる、
もしくは、本人に後見人等の報酬を支
払うことができる資力がある。 

   

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

成年後見制度活用検討チェックシート 

（成年後見制度・日常生活自立支援事業の活用を検討） 

５ 成年後見人候補者の検討 

本人の生活状況、解決すべき課題に応じて、適切な後見人等候補者を検討 

親族 第三者（専門職、法人等） 

６ 後見等開始の審判申立て 

調査・審問・鑑定 ⇒ 審判 ⇒ 審判の確定・登記 

秦野市成年後見制度活用検討フローチャート（改訂版 R5.8） 

 

権利擁護に関する制度の活用が必要な場合 

☆のみに✓があり日常生活自立支援事業で支援が可能な場合 

日常生活自立支援事業 

の利用を検討 

他の支援制度へ 

（専門相談・家計支援相談・法テラス・ 

任意後見・消費者センター等） 

７ チーム会議の開催 

後見人を含むチーム会議の開催 

権利擁護に関する
制度活用の必要が
ない場合 

判断能力が「非該当」の場合 □に✓がある場合 

必要性なし 

必要性あり 

どちらにも

当てはまら

ない場合 

① 権利擁護支援 

検討会議 

＜権利擁護に関わる 

支援方針や権利擁護の

必要性の相談＞ 

主催：地域共生推進課・ 

成年後見利用支援セン

ター（中核機関） 

権利擁護に関する必要性

や支援方針に迷う場合 

支援方針に

迷う場合 

権利擁護に関する制度活用の必要がない、 

もしくは他の制度活用が必要な場合 

他の支援制度へ 

②権利擁護支援

検討会議の活用 

＜市長申立の必要性や

親族申立の支援等、申立

を進める上での困りご

とや課題の相談＞ 

 

主催：地域共生推進課・ 

成年後見利用支援セン

ター（中核機関） 

 

申立て手続き上の

課題がある場合 

4 申立て支援 
 成年後見利用支援センター・支援者が連携し、申立手続きを支援 

（代理申立て・書類先性委任が必要な場合は専門職につなぐ） 

③権利擁護支援検討会議の活用 
＜成年後見人等との役割分担、本人（被後見

人等）の新たな課題、類型の変更の相談＞ 

主催：地域共生推進課・ 

成年後見利用支援センター（中核機関） 

 

課題・相談の発生 

課題の発生 

権利擁護支援検討会議において、対象者に障害があ

り、支援困難・権利擁護・意思決定支援等、個別に専門職

の助言が必要な場合 

 

【広報・啓発】     

【相談受付・ 

アセスメント・支援の検討】 

【成年後見制度の利用促進】 

【後見人等への支援】 

第三者の後見人等

が必要かつ、 

本人に報酬を支払

うことのできる資

力がない場合 

本人申立を検討 親族申立を検討 

秦野市基幹相談支援センター 

「権利保障実践チーム」につなぐ 


